
も くじ
表紙.
P2.  社会福祉への提言・思い
P3.  広島土砂災害被災地支援
　　 日赤義援金報告
P4.  ふれあい いきいきサロン
P5.  ボランティアセンターだより
　　 音楽療法だより
P6.  表彰者紹介/赤い羽根共同募金
P7.  まごころ/府中明郷ライオンズクラブ寄贈
P8.  障害者週間記念事業
　　 コミュニケーション麻雀

盲導犬学校キャラバン

盲導犬学校キャラバンを開催しました。

　10月30日、日本盲導犬協会島根あさひ訓練センターから職員の方と盲導
犬PR犬のマルクを栗生小学校と旭小学校へお呼びし、盲導犬についての勉
強をおこないました。盲導犬の一生や仕事について学んだあと、実際にアイ
マスクをつけてマルクと一緒に歩きました。児童から「目が見えなかったけ
ど、マルクと一緒だったから恐くなかった」「これから街で盲導犬と歩いてい
る人を見かけたら、困ったことがないか声をかけようと思いました」などの
感想がありました。
　府中市社協では、今後も学校と協働し、次世代を担っていく子どもたちに、
福祉について学ぶ機会を提供していきます。

ー安心と信頼ー府中市社協だより
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社
会
福
祉
へ
の
提
言
・
思
い

162

た　

  

ぶ
ち　
　
　
　
　
　
　

わ
た
る

田
淵
　
　
渉

府
中
市
赤
十
字
奉
仕
団  

委
員
長

　

8
月
20
日
（
水
）
に
広
島
土
砂
災
害

が
起
こ
り
、
府
中
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
バ
ス
」
を
運

行
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
出
来
る
方
を

募
集
し
ま
し
た
。
9
月
10
日
（
水
）
、

9
月
16
日
（
火
）
の
2
日
間
で
47
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。（
男
性
31
人
、

女
性
16
人
）

　

9
月
10
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

胸
に
、
リ
・
フ
レ
を
出
発
し
広
島
に

向
か
い
ま
し
た
。
広
島
市
安
佐
南
区

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
到

着
、
注
意
事
項
な
ど
を
聞
き
徒
歩
で

活
動
現
場
に
行
き
ま
し
た
。

　

新
聞
、
テ
レ
ビ
に
よ
る
報
道
で
、

あ
る
程
度
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

や
は
り
報
道
で
見
る
の
と
実
際
の
現

場
で
は
か
な
り
の
差
が
あ
り
ま
し

た
。
家
は
倒
れ
て
い
る
し
、
５
ｍ×

４

ｍ
の
岩
が
転
が
り
、
多
く
の
重
機
、
ダ

ン
プ
カ
ー
、
警
察
、
自
衛
隊
、
消
防
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
行
政
の
方
、
多
く
の

方
々
が
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
場
所
は
龍

華
寺
と
い
う
お
寺
で
し
た
。
鉄
筋
３

階
建
の
寺
は
、
１
階
に
大
量
の
土
砂

が
入
っ
て
お
り
、
主
に
男
性
は
土
砂

の
撤
去
、
女
性
は
家
具
、
仏
具
の
掃

除
に
分
か
れ
て
作
業
を
始
め
ま
し

た
。
土
砂
を
出
す
人
、
サ
ッ
シ
や
扉

を
外
に
出
し
て
水
洗
い
す
る
人
、
雑

巾
や
歯
ブ
ラ
シ
で
掃
除
を
す
る
人
、

そ
れ
ぞ
れ
が
一
生
懸
命
に
作
業
を
し

ま
し
た
。

　

9
月
16
日
は
、
リ
・
フ
レ
を
出
発
し

上
下
支
所
を
経
由
し
て
広
島
に
向
か

い
ま
し
た
。
活
動
内
容
は
水
路
の
土

砂
出
し
で
す
。
広
島
市
安
佐
南
区
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
約

25
分
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
の
道
具
を
手

に
持
ち
現
場
に
行
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
水
路
は
水
が
多
く
作
業

は
難
し
い
た
め
、
道
路
か
ら
水
路
ま

で
の
道
に
あ
る
土
砂
を
袋
に
入
れ
ま

し
た
。
午
後
は
別
の
水
路
の
土
砂
出

し
で
す
。
水
路
に
溜
ま
っ
た
土
砂
を

土
嚢
に
入
れ
る
人
、
そ
れ
を
一
か
所

に
集
め
る
人
に
分
か
れ
て
の
作
業
で

す
。
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、
終
わ

る
と
「
や
っ
て
良
か
っ
た
」
と
い
う

思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

帰
路
の
バ
ス
の
中
で
、
府
中
市
で

こ
ん
な
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
を
考

え
る
と
今
回
の
経
験
は
無
駄
に
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
府
中
市
は

災
害
も
少
な
く
防
災
意
識
は
ま
だ
定

着
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
が
常
に
自
分
の
事
は
自
分
で

守
る
と
い
う
防
災
意
識
を
持
っ
て
お

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上

げ
運
営
な
ど
行
政
と
同
じ
視
点
を
持

つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

私
は
今
後
も
積
極
的
に
参
加
、
行

動
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど  

の
う

広
島
土
砂
災
害

　
　
　 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
参
加
し
て
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広島土砂災害被災地支援 ～ボランティア・バスを運行～

～災害ボランティア活動への支援～

ご協力ありがとうございます。
　お寄せいただいた義援金の全額を日本赤十字社広島県支部へ送金し、広島県に設置され
た義援金配分委員会を通じて、被災された方に届けられます。
　12 月 26 日まで受付をしておりますので、引き続き皆さまの温かいご支援をよろしく
お願いいたします。

● リョービ株式会社 様
　　高圧洗浄機２台　チェーンソー 2台
　　 　（被災地災害ボランティアセンターへ寄贈）

● アシナトランジット株式会社 様
　　中型バス　無料運行 （被災地支援ボランティア・バス）

● 中国バス株式会社 様
　　マイクロバス　一部助成運行 （被災地支援ボランティア・バス）

● 株式会社朝日倉庫 様
　　ポロシャツ　60枚 （ボランティアさんの着替えとして寄贈）

平成26年
 広島県大雨災害義援金受付の経過報告
寄せられた義援金

（平成26年10月27日現在）
６１０,９８４円

参加の動機は？

県民として
他人事と思えない

お互いに助け合ったり
支え合うことが大切

何か被災者の
お役に立ちたい

活動で感じたことは？

限られた活動時間であったが
一生懸命活動した

「ありがとう」の声をかけてもらい
反対に元気をもらった

募集の際詳しい準備物などの
案内があり初めてでも助かった

ボランティア募集を
何で知りましたか？

知人からの誘い

有線放送
（上下地区）新聞社ミニコミ誌

社協に問い合せ･
社協ホームページ

被災者の声･要望を
出しやすい環境作りと

センター作り

　８月20日に発生した広島市の大
雨による土砂災害の被災地へ、９
月10日と16日の２回、市民から参
加者を募り、ボランティア・バス
を運行して支援活動を行いまし
た。
　9月10日は、19名が安佐南区に
ある寺院で活動を行い、床を高圧
洗浄機で流したり、土砂をかぶっ
た仏具等の拭き掃除を行いまし
た。
　16日は、28名が同じく安佐南区
で通学路等の側溝の土砂撤去を行
いました。
　また、当協議会では、府中市に
おける災害ボランティアセンター
立ち上げに向けて、参加者の方に
アンケートを実施し、次のような
貴重な声を寄せていただきまし
た。

機会があればまた
ボランティア活動に

行きたい

災害ボランティア研修会の開催

社会福祉協議会への
要望などは？

災害ボランティア
センター立ち上げの
シュミレーションを
日常から行っておく

十分に現場を
確認し､情報収集を
行うことが大切

災害ボランティアセンター
立ち上げ時の意見･気付きは

自分も何かが
できるのではと

思った

3



連載42　ふれあい いきいきサロン連載42　ふれあい いきいきサロン

　

私
た
ち
が
集
う
西
之
町
は
、中
須
町
の

南
に
位
置
し
、芦
田
川
の
中
州
に
出
来
た

田
ん
ぼ
が
多
く
残
っ
て
い
る
閑
静
な
町
で

す
。町
内
は
、近
年
若
い
家
族
が
多
数
移
住

さ
れ
、町
内
会
の
行
事
に
若
い
人
た
ち
が

多
く
参
加
さ
れ
て
、世
代
交
代
が
始
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
は
、毎
月
第
一
月
曜
日
に
、西
之

町
老
人
集
会
所
を
利
用
し
て
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

　

町
内
会
長
が
サ
ロ
ン
長
を
務
め
、民
生

委
員
や
食
生
活
改
善
推
進
委
員
と
委
員
の

Ｏ
Ｂ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
会
員
30
名
と
サ

ロ
ン
の
世
話
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

毎
回
参
加
し
て
く
れ
る
食
生
活
改
善
推

進
委
員
の
指
導
の
下
、会
員
も
協
力
し
て

作
る
料
理
を
全
員
で
食
べ
る
食
育
。ま
た
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
指
導
者
に
よ
る
音
楽

療
法
。看
護
師
が
行
う
健
診
な
ど
、会
員
の

健
康
を
考
え
た

運
動
や
勉
強
。ほ

か
に
も
ゲ
ー
ム
、

歌
、新
年
会
と
忘

年
会
、会
員
の
誕

生
日
会
等
々
に

毎
月
ほ
ぼ
全
員

が
参
加
し
て
お

り
ま
す
。

中
須
西
之
町
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

私
が
サ
ロ
ン
を
行
う
上
で
感
じ
て

い
る
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、会
員
が
お
客
様
気
分
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

自
分
達
が
考
え
準
備
し
て
参
加
出

来
る
活
動
を
増
や
し
て
、マ
ン
ネ
リ
化

し
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、退
会
さ
れ
た
方
の
後
が

な
か
な
か
埋
ま
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

サ
ロ
ン
が
仲
良
し
ク
ラ
ブ
に
な
る

と
、加
入
希
望
者
が
入
会
し
に
く
く
な

り
ま
す
。会
員
同
士
が
サ
ロ
ン
以
外
の

場
所
で
も
絆
を
深
め
、地
域
で
助
け
合

う
仲
間
を
増
や
す

こ
と
が
、
会
員
の

増
加
と
孤
立
化
防

止
に
も
な
り
災
害

時
の
防
災
対
策
に

つ
な
が
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、

健
康
と
孤
立
化
防

止
を
考
え
た
サ
ロ

ン
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
山　

亀
ヶ
岳
の「
亀
」、亀

は
万
年
の「
亀
」と
重
ね
合
わ
せ
て
、名
称

は「
サ
ロ
ン
亀
楽
」。

　

発
足
当
時
の
サ
ロ
ン
活
動
は
、町
全
体

を
対
象
に
企
画
し
開
催
す
る
と
い
う
形

式
で
し
た
が
、谷
を
越
え
て
集
ま
る
に

は
、徒
歩
で
は
な
か
な
か
し
ん
ど
い
。そ

こ
で
、毎
月
１
回
そ
れ
ぞ
れ
の
谷（
地
区
）

ご
と
に
、日
吉
↓ 

協
和
月
見 

↓ 

大
一
↓ 

親
和
↓ 

西
谷
の
順
で
サ
ロ
ン
活
動
が
巡

回
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。参
加
し
や
す

く
な
っ
た
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
の
企
画
・
運
営
は
、そ
の
地
区

の
地
区
長
及
び
役
員
と
福
祉
委
員
で
行

い
ま
す
。そ
し
て
毎
年
３
月
に
は
地
区
社

協
役
員
が
主
体
と
な
り
町
全
体
を
対
象

と
し
た
サ
ロ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
サ
ロ
ン
内
容
は
、地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ブ
ラ
ン
チ
職
員
に

お
願
い
し
て
の
健
康
講
座
、グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、府
中
市
出
前
講
座（
東
日
本
大

震
災
・
派
遣
体
験
談
）、悪
徳
商
法
対
処
講

座
の
ほ
か
、納
涼
の
ゆ
う
べ
、お
月
見
会
、

と
ん
ど
祭
り
な
ど
で
す
。
延
べ
参
加
人
数

は
468
人
で
し
た
。ま
た
府
社
協
貸
出
ビ
デ

オ
や
貸
出
機
材
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
も
重

宝
し
て
い
ま
す
。南
蔵
院
・
林
覚
乗
住
職

の
講
演
ビ
デ
オ
は
好
評
で
し
た
。

　

近
年
の
傾
向
と
し
て
、参
加
者
の
固
定

化
さ
ら
に
減
少
化
が
あ
り
ま
す
が「
ふ
れ

あ
い 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
」の
原
点
、介
護

予
防
や
孤
独
化
の
防
止
、地
域
福
祉
力
の

向
上
を
目
指
し
て
、楽
し
く
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
か  

ず 

に
し 

の  

ま
ち

小
林
　
　
猛

（
中
須
西
之
町
）

こ　

ば
や
し　
　
　
　
　

 

た
け
る

サ
ロ
ン
亀
楽

き  

ら
く

藤
木
　
幸
春

（
本
山
町
）

ふ
じ

 

き
　

 
 

ゆ
き
は
る

ひ
よ
し

し
ん
わ

に
し
だ
に

き
ょ
う
わ
つ
き
み

だ
い
い
ち
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ボランティアセンターだより

　府中市には、精神に障がいを持たれている方をサポートする、精神保健福祉ボランティアグループが２つ
あります。
　活動をより充実させ、継続的なサポートができるよう、一緒に活動していただけるスタッフを募集します。
　年齢、性別、資格は問いません。 ボランティアの一歩を踏み出してみませんか？

　　　　　　　　　　　　　　　　◆ お問い合わせ・お申込み先 ◆　
　　　　　　府中市ボランティアセンター（府中市社会福祉福祉協議会）　電話：47－1294

　リ・フレ向かい側の一軒家で、
 一人ひとりがリラックスして楽し
いひと時が過ごせる居場所づくり
を行っています。

　障がい者福祉がより充実する
よう、精神障がい者自主活動グ
ループの支援（軽スポーツ、花見
や美術鑑賞等のお出かけ支援、料
理体験など）や福祉施設での作業
応援などを行っています。

10月4日㈯、府中市文化センターで、府中市社会福祉協議会 設立50周年、コンサート10回目を記念し、
盛大にコンサートを行いました♪

音楽療法に参加されている団体の演奏
  （10団体が出演されました）

身の回りのもの、バケツやのこぎり、
ナイロン袋が楽器の音に大変身
思わず歓声があがりました。
音楽に合わせて身体を動かしたり、
木で作られた笛の音にうっとりしたり、
会場の心がひとつになりました。

▲ ぽぽろ元町のみなさん

▲ 初出演　本町サロンのみなさん

▲緑ヶ丘町サロンのみなさん

▲ シルバーコーラス教室のみなさん

▲ 空木地区サロンのみなさん

Q.男女比率

Q.年齢層

Q.参加してみて

Q.また来たいか

A. 女 66%・男 30%・無回答 4%

A. 0～10代 4%・20～30代 5%・40～50代 11%

　 60～70代 66%・80代以上 14%

A. とてもよかった 59%・よかった 38%・ふつう 3%

　 悪かった 0%・とても悪かった 0%

A. 来たい 89%・来たくない 1%・わからない 10%

ボランティアを募集します！

活動場所：府中市広谷町 929-3
連 絡 先：代表　片山久子　電話 090-3880-5875
　　　　　みらくる会　　　電話 46-4133（木曜日のみ）

活動場所：主にはリ・フレ、上下保健センター。
　　　　　時には市外へのお出かけもあります。
連 絡 先：会長　川本　保　電話 080-6307-3447

第10回  せせらぎコンサート

音楽療法だより

第１部 さわむらしげはると
　 にこにこ楽団によるトークと演奏

第２部

　練習を重ね一体となって
頑張ってきました。
　ひとりひとりの、あたたか
い音が心に響きました。

アンケートの結果

★ 精神保健福祉ボランティア 「アンダンテ」 ★★ 精神保健福祉ボランティア 「みらくる会」 ★
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赤い羽根共同募金運動が始まりました！！赤い羽根共同募金運動が始まりました！！
　今年も10月から赤い羽根共同募金運動が始まりました。
　地域の皆さま、学校、職場など多くの方の善意に支えられ、たくさ
んの募金が寄せられています。皆さまのご協力に感謝いたします。
　12月まで運動を行いますので、引き続きご協力をよろしくお願い
します。

《
敬
称
略
》

社会福祉に貢献された方々が表彰されました。

10月4日・5日に開催された健康＆福祉まつりで街頭募金と
イベント募金を実施しました。
２日間で132,227円の募金が集まりました。
ご協力ありがとうございました。
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Ｏ
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光
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ま
ご
こ
ろ

　

平
成
26
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
２6
年
１１
月

11
日
ま
で
に
ご
寄
付
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
に

加
え
、
前
号
に
未
掲
載
の
方
を
追
加
し
、
こ

こ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
（
敬
称
略
）
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町
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建
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次
の
方
が
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に
な
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さ
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。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

府中明郷ライオンズクラブ より  物品寄贈
　１０月１４日（火） 府中明郷ライオンズクラブ
が創立３５周年を記念し下記の物品を寄贈し
てくださいました。
　寄贈物品一覧
　  １． 全自動血圧計
　  ２． 介護用防水ソフト畳
　  ３． キッズサークルベンチ
　寄贈された１．全自動血圧計はリ・フレ来館者が自由に利用できます。
来館された際には、ぜひ自身の健康チェックに利用してください。
※２、３は社協が運営する身体障害者デイサービス施設「オリオリ」で活用させていただきます。

久
佐
町

諸
毛
町

阿
字
町

木
野
山
町

久
保　

貞
子

杉
本　

艶
子

眞
田　

幹
子

岡
田　

ヨ
シ
エ

岡　
　

清

本
山
町

栗
柄
町

目
崎
町

二
森

門
田　

艶
子

岡
本　

遙
夫

橘
髙　

孝
恵

田
中　

久
一

元
町

髙
橋　

政
子  

・  

深
田　

敏
明

元
町

荻
原　

廣
司  

・  

桑
田　

好
子

　
　
【
誤
】　

下
辻
町 

三
藤　

毅

　
　
【
正
】　

老
松
町 

三
藤　

毅

　

平
成
２6
年
９
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介

髙
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貸出レクリエーションに、新しい用具が加わりました!!

障害者週間記念事業『つなごうDay』
はればれコンサート 開催

いきいきサロンでコミュニケーション麻雀をしませんか？

　コミュニケーション麻雀とは、閉じこもりがちな男性高齢者に
サロンへ参加してもらいたい、という思いから作られました。
「飲まない・吸わない・賭けない」がモットー。ルールは簡単な
ので麻雀を知らない人でもできます。２～３人組のチーム対抗戦
で、相談しながらコミュニケーションを取りながら行います。み
んなで楽しく脳トレをしましょう！！

　12月３日～９日は障害者週間です。この週間は、障がいのある人もない人も共に助け合い、障がい
のある皆さんが、あらゆる活動に積極的に参加していただくことを目的に定められています。
　府中市では、障害者週間の趣旨を多くの人に知っていただくため、「つなごうDay」として、毎年コ
ンサートを開催しています。今年は、福祉施設や病院等でも幅広く音楽活動を展開されている植村照
音楽工房のおふたりを京都からお迎えし、ピアノと歌のコンサートを開催します。音楽を聴き一緒に
歌って、是非会場でお楽しみください。

※駐車場に限りがありますので、
　公共交通機関をご利用ください。

問い合わせ先：障害者週間記念事業実行委員会事務局（府中市社会福祉協議会内　☎47－1294)

と　き

ところ

12月13日（土）
【開場】 12時３０分～
【開演】 13時３０分～15時３０分

リ・フレ

出　演 植村　照 （ピアノ）
斎藤　景 （うた）

入場
無料

コミュニケーション麻雀　　レンタル料　３００円／回
問い合わせ先：本所 ☎ 47－1294 / 上下 ☎ 62－2566
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イイフクシ

〒726-0011  府中市広谷町919番地の3（府中市保健福祉総合センター内）
〒729-3431  府中市上下町上下869番地の5

TEL（0847） 47-1294   FAX（0847） 47-1055
TEL（0847） 62-2566　FAX（0847） 62-4903

社会福祉法人 広島県府中市社会福祉協議会
本　　所
上下支所

北 川 ク リ ニ ッ ク
TEL.0847-45-4572

TEL.0847-45-4571
府 中 市 元 町 4 3 - 1

介護療養型老人保健施設みのり
デイケアみのり

北川居宅介護支援事業所

介護用品・住宅改修のことなら

本店（上下）　 62-4806
府中店（鵜飼）46-4555

中央リハビリサービス
有限会社

社会医療法人社団陽正会


